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あなたはおすしのネタで何がすきですか？私はマグロが好きです。でも、今日本の周り

の海では異変が起こっています。 

 私の祖父は漁師です。最近祖父が漁をしている太平洋は、海草が育たなかったり、魚が

取れる時期が変化したりしているそうです。祖父に理由を聞くと地球温暖化の影響で水温

が上昇したのではないかと言っていました。実際に私が小さい頃もぐっていた海は海草が

青々としていてその海草にたくさんの貝が付いていました。でも、今の海は海草がやせ細

り貝も付いておかず、死んだ貝が海の底にたくさん落ちていました。エサとなる海草が育

たないため、それをエサとする貝も育たず死んでしまうと祖父が言っていました。 

 また、魚の旬の時期も変化していると祖父が言っていました。あなたは「目には青葉山

ほととぎす初鰹」と言う俳句を知っていますか？この俳句の季語は夏です。以前は夏ごろ

に鰹が採れていましたが今では春に採れるそうです。このように、他の魚でも採れる時期

が早まっているそうです。漁師の祖父はこのままでは海が死んでしまうとよく言っていま

す。 

 よくニュースで地球温暖化が進んでいると聞きますが、どこか他人事のように思ってい

ました。でも、祖父の話を聞いてこのままでは私たちの食たくが危機的状況におちいって

しまうと感じました。なので私はこのままではいけないと思いました。 

 そこで、未来の人たちに自然豊かな海を残すために、また、水産資源を守るために今、

私たちができることは CO2を削減することです。 

 私は、まずプラスチックゴミを出さないように、エコバックを持ち歩きたいと思います。 

 みなさんも自分ができることを考え、取り組んでほしいと思います。 

 未来の私、水産資源豊かな日本が守られていますか？おいしい魚が食べられていますか。 


